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資格取得で活性化 「教育奨励賞」受賞
－原動力となった化学工業部　地域にも貢献－

宮崎県立都城工業高等学校長　押川　豊
化学工業科主任　有島　義春

本校は，昭和１９年４月，宮崎県の南西部に

位置する都城市に機械科，建築科，土木科，

航空機科の４学科をもって，宮崎県立都城工

業学校として創立された。

昭和２３年４月，学制改革により宮崎県立都

城都島高等学校として発足し，昭和３６年，宮

崎県立都城都島高等学校から宮崎県立都城工

業高等学校として分離独立した。以後，多く

の学科が新設され，現在では地域中学生の減

少により，機械科，情報技術科（平成１７年度

募集停止），情報制御システム科（平成１７年

度新設），電気科，建設システム科，化学工

業科，インテリア科の７学科２０学級の体制で

ある。平成１６年度創立６０周年を迎え，卒業生

は１万６千有余名を数え，県内はもちろん全

国及び海外各地の各界で活躍している。

１） 取組のねらいと状況

昭和６２年度当時，生徒の多様化が進み，学

習意欲の低下，無気力な生徒の増加で授業の

維持が困難な状況であった。そこで

a高まる進学志向にも対応できる学科

b部活動に励み，充実した高校生活が送れる

学科

c各種の資格を取得させ，経済的に安定した

２．資格取得で教育奨励賞受賞

１．本校の概要
生活が営める基礎づくりができる学科

この目標を実現させるために，資格取得教

育を中心に据え，化学工業科の職員が一丸と

なって，生徒指導に当たった。

取り組んだ資格のすべてにわたり，高い合

格率，合格者数を達成し，県内はもちろん全

国的にも注目された。特に環境教育の一環と

して取り入れた超難関資格である公害防止管

理者は，平成元年から平成七年まで高校生年

代の合格者数では全国一の座を確保した。し

ばらく低迷期間があったが，再復活し，平成

１３年度から再び継続して合格者が誕生し始

め，平成１６年度には全国一の合格者数に返り

咲いた。また，進学志向も高まり，平成３年

から今日まで宮崎大学をはじめ，国立大学に

毎年合格者を送り出し，進学にも強さを誇っ

ている。いま新たに資格取得指導のノウハウ

を生かし，学科の枠を越えた資格取得指導に

取り組み，全校規模の資格取得ブームを引き

起こしている。

本校の実践は，日本工業化学教育研究全国

大会，九州大会，あるいは実教出版の工業教

育機関誌，マスコミ等を通して，県内外に紹

介された。

２） 教育奨励賞受賞

この１８年間に及ぶ一貫した取組と地域への

貢献について高い評価をいただき，平成１７年



１０月２４日，時事通信社主催（文部科学省後援）

の第二十一回「教育奨励賞」の優秀賞を東京

本社にて，文部科学省審議官以下（中山前文

部科学大臣公務のため欠席），文部科学省の

多くの方々のご臨席の下，賞をいただいた。

この賞は，各県の教育委員会の推薦で公私立

の幼，小，中，高からの応募があり，創造性

に富み特色ある教育の実践に顕著な業績を上

げた学校に「教育奨励賞」を贈り，もって学

校教育の一層の充実を図る狙いがある。

受賞校については，「優秀校」本校を含む

２校（１校に文部科学大臣賞）副賞百万円，

「優良校」３校，副賞拾万円，「努力賞」２０校

であった。

１） 多様化した学科が，短期間に活気ある学

科へ

化学工業科は，本校でもっとも多様化した

学科で，資格といえば二級ボイラー技士に数

名合格する程度であった。

そこで，生徒のやる気を喚起し，自信と誇

りを回復するために，二級ボイラー技士に取

り掛かった。当初は，嫌がる生徒一人一人を

説得して集めた２～３年生の４２名を励まし，

１９名が合格した。あの化学工業科の生徒が学

科始まって以来の大量合格をし，そのことが

３．資格取得をコアとした学校活性化

引き金となって，昭和６３年には２９名，そして

平成２年には４０名と，合格率九州一を達成し

た。また，この年から女子も受験ができるよ

うになり，当時としては，めずらしくて地元

紙が本県第一号のボイラーウーマン誕生と大

きく報道した。

さらに，昭和６３年度には法令が改正され，

乙種第四類危険物取扱者に高校生も受験がで

きるようになり，一度に全学年全員に受験さ

せて１０７名合格，これまた九州一の合格率を

達成した。

超難関資格の公害防止管理者は，昭和６２年

ゼロ，昭和６３年ゼロ，もうこれまでと覚悟を

きめた平成元年に１４名合格，平成２年にはさ

らに２４名と大量合格し，以後平成７年まで全

国一の合格者を出している。平成１３年にはダ

イオキシン類関係公害防止管理者の合格を出

し，平成１４年には水質関係４種公害防止管理

者に４名，１５年には３名，１６年には４名，１７年

には５名，大学卒業者でも合格困難な水質関

係２種公害防止管理者に平成１６年１名，平成

１７年２名の合格者を出した。

また，一級ボイラー技士についても平成１６

年４月の法改正により高校生の受験が可能と

なり，同年３名の九州初の合格者を出した。

２） 宮崎県教育委員会より資格取得で表彰

平成９年度には，二級ボイラー技士および

乙種危険物取扱者に連続三年間全員合格の快

挙により，これまでの取組に対し，宮崎県教

育委員会より表彰状を戴いた。

３） 連続１４年間継続して国立大学へ合格

資格取得教育の推進とともに学力が向上し

た。全国工業高等学校長協会の工業標準テス

トで全国トツプレベルになった。資格と学力

向上の成果を生かして，毎年国立大学に合格

者がでる進学学科へと変貌をとげた。（スポ

２０

第二十一回「教育奨励賞」 授賞式



ーツ推薦は除く）

４） 化学工業部の育成と大学との連携

資格取得で先駆的な取組を担っている部員

の育成のため，大学の主催する各種研究講座，

講演に積極的に参加している。

a平成１４年　崇城大学で木葉の蒸散速度の研

究発表

b平成１５年　崇城大学で燃料電池等の実験に

部員および保護者参加

c平成１６年　宮崎大学の化学工学学会主催講

演に参加し，大学主催のものづくり競技商品

開発競争「独自のカイロをつくろう」コンテ

ストにおいては優秀賞受賞

d平成１４年～平成１６年　宮崎県高等学校教育

研究会工業部会主催のものづくりコンテスト

２１

化学工業科の資格取得推移

化学工業科の国公私立大の進学推移

宮崎大
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「化学分析部門」競技三年連続優勝

e平成１７年宮崎大学・宮崎県理科化学懇談会

主催のマニファクチュアリングコンテスト「高

性能な活性炭電池をつくろう」に県内の高校

の科学部が集まり本校からは２チーム参加し，

商品開発を競い研究発表を行った。

５） 学科の枠を越えた資格取得教育

平成１６年度から，学科の枠を越えた資格取

得教育の充実を模索している。まず電気科と

化学工業科が連携し，電気工事士を化学工業

科に，化学工業科が危険物取扱者，消防設備

士，冷凍機械を電気科にと相互支援に取り組

み，他の学科との連携の輪が広がり始めた。

平成１７年は第２種電気工事士に化学工業部

１８名が挑戦し，一次の学科試験１７名合格，二

次の実技試験に１３名の合格者を出した。

６） 地域への貢献

化学工業科では平成１５年度から社会人を対

象に「あなたもキャリアアップ」と題して夜

間，地域の方々に「乙種第４類危険物取扱者

試験の直前講座」を実施している。地域には

自衛隊の駐屯地やJAがあり，多くの方が受

講をされ喜ばれた。これまでのアンケートに，

夜間は仕事の都合で時間の確保が厳しいとい

う人が多く，平成１７年度は，日曜日に実施し

た。

昭和６２年度から取り組んできた資格取得教

育をコアとした学校活性化の取組は，もっと

もマイナーな学科の活性化が学校全体の活性

化へと波及し，想像もしていなかった第２種

電気工事士の資格を，化学工業科の生徒が，

逆に公害防止管理者の資格を他学科の生徒が

取得できるという学科の枠を越えた資格取得

教育の推進へと発展した。教師，生徒そして

保護者の関心を高め，急速に資格取得ブーム

の波が大きく広がり，活気ある学校へと変容

し始めた。

残された課題として地域社会への貢献があ

る。平成１５年度から実施している社会人を対

象としたキャリアアップのための資格取得夜

間講座は，たいへん好評で，県内各地から多

数の参加者があった。今年度は，これまでの

アンケートから土・日の要望が強かったため

日曜日に実施した。さらに資格の種類を増や

し，積極的に地域に働きかけていく予定であ

る。現在，保護者にどんな資格の講座を開設

してほしいかも調査中である。

この取組で，本校に対する地域社会の信頼

が一層深まることを期待している。

４．おわりに

２２

宮崎大学主催マニファクチュアリング
コンテスト「実験風景」 社会人講座「あなたもキャリアアップ」


